
径

TC-3H
マグ溶接用
ソリッドワイヤ

鋳　鉄　肉　盛　用 (プレス金型）

鋳
用途

普通鋳鉄やダクタイル鋳鉄のプレス金型の肉盛に使用します。
鉄

使用特性
１．Fe-Ni 線材に特殊元素を加えプレス金型専用に開発された

用 　　ソリッドワイヤで、半自動溶接機で使用します。
２．大量の肉盛時に、大幅な溶接時間の短縮が図れます。
３．溶着金属はFCDと同等の硬度を有し、硬質クロムメッキ
　　の密着性も良好です。

使用上の注意
１．シールドガスにはアルゴン８０％＋ＣＯ２ ２０％　または　ＣＯ２

    を使用しますが、アルゴン８０％＋ＣＯ２２０％の方が

　　スパッタが少なく、ビード外観も良好です。
２．一般には予熱、後熱の必要はありませんが100℃程度の
　　予熱を行なうと二番硬化防止に効果的です。
３．溶接方法は前進法（トーチ先端方向へ進む）で行い、基本的には
　　ウィービングは極力避けストレート運棒で溶接してください。
４．収縮応力を軽減するためピーニングを行なう事をお薦めします。

溶着金属の化学成分
マ Ｃ、　Ｓｉ、　Ｍn、　Ｎｉ、　特殊元素
グ
溶 溶接条件一例
接

ワイヤ 溶接電流 溶接電圧 突出長さ
シールドガス

シールドガス量
mm Ａｍｐ Ｖ mm ℓ／min.

1.2 100～150 16～22 10～15 Ar 80% + CO2 20% 10～15

溶接ワイヤの寸法

1．2ｍｍΦ　×　１２．５ｋｇ巻
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